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　開会式のあと、一番はじめに覚えておか
なければならないことは、毎日のプログラ
ムのことです。次にこのトレセンが、どんな
目的で、どのように用意されたか、また、会
場の食堂、トイレ、お風呂、寝室などの場所
や使い方も十分知っておくことが大切で
す。説明を聞いたら、あとで自分で確かめて
おきましょう。
　これらのことは、はじめての友だちと、は
じめての場所で、これからいっしょに新し
い生活をすることについて、あなたの心に
ある「不安」を取りのぞいてくれます。

　わたしたちは学校でも家庭でもひとりで
生きているのではありません。先生や友だ
ち、父母、兄弟姉妹などみんながおたがい
に助け合って生活しています。そして、ひと
りひとりがそれぞれ何かの役割をもって、
あるときはリーダーになり、またあるとき
は協力者としてささえあっています。
　共同生活をするとき、ひとりひとりが大
切にされ、それぞれが得意なことでみんな
のために役立つことができたら、どんなに
楽しく明るい生活がおくれることでしょう。
　そのような生活をするためには、リー
ダーや協力者としての技術や考え方を学習
し、ためしてみることが必要です。
　青少年赤十字リーダーシップ・トレーニ
ング・センターでは、赤十字の心とそれに
そった活動、そしてグループをうまくまとめ
ていくのに必要なリーダーシップについて
学習します。
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青少年赤十字の歌

楽しいトレセン1

　さあ、楽しいトレセンの始まりです。
　トレセン、正しくは「青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・セン
ター」といいます。

たの
たの

たの　　　　　　　　　　　　　　　　 はじ

　　　　　ただ　　　　　　　　  せいしょう ねん せきじゅう  じ

　　かいかいしき　　　　　　  いちばん　　　　　　　 おぼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいにち

　　　　　　　　　　　　つぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

もくてき　　　　　　　　　　　　よう い　　　　　　　　　　　　　　かい

じょう　 しょくどう　　　　　　　　    ふ  ろ　 しん しつ　　　　　　ば しょ

　　つか　  かた　 じゅうぶん し　　　　　　　　　　　　　　たい せつ

　　　せつめい　   き　　　　　　　　　　　　  じ  ぶん　　たし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  とも

　　　　　　　　ば  しょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あた

　　せい かつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころ

　　　　　 ふ あん　　　と

　　　　　　　　　　　　  がっ こう　　　　か  てい

  い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  せんせい　　とも

　　　 ふ　 ぼ　きょうだい し まい

　　たす　　 あ　　　　せいかつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なに　　　　やくわり

　きょうりょくしゃ

　 きょうどうせいかつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たい

せつ　　　　　　　　　　　　　　　　 とく い

　　　　　　　  やく だ

たの　　　 あか　　　 せいかつ

　　　　　　　　　　　　せいかつ

　　　　　きょうりょくしゃ　　　　　　  ぎじゅつ　 かんが　 かた　 がくしゅう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひつよう

　　せいしょうねんせきじゅうじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 せきじゅうじ　　こころ

　　　　　  かつどう

　　　　　　　　　ひつよう

がくしゅう

とく

せい こう

せい　　　かつ

せん けん

れんらく かい ぎ

れんらく 　けい  じ  ばん　　かつ  よう

せい かつ　　　 き　 ろく　　　せっ けい

がくしゅう  し りょう

しょじょうやく

せいしょうねんせきじゅう じ　　  うた

 そら　　　せ かい

まな

はた　　　　　　  かた
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　トレセンは何をするところか分かりましたね。
　あなたが、なにごとにも積極的に取り組んでくれることを約束するならば、スタッフ一同か
ら、あなたに充実した楽しさをプレゼントしましょう。
　積極的にチャレンジすることにより、あなたはこれまでとはちがった楽しさを経験するこ
とができるでしょう。

未知の友、未知の自分との出会いを求めて！ 出発進行 !!

　朝起きてから夜ねるまで、一日中が研
修です。食事、学習、運動、つどい、会議な
ど、すべてが研修です。

　ちがった学校、ちがった地いきから集
まった、男子も女子も、そしておとな（先
生）も、多くの人がいっしょに生活します。

　ひとりひとりが、これまでの自分の生活を
ふりかえり、新しい生活への工夫をします。

　このトレーニング・センターは、皆さんのお父さんやお母さんたちが
「日本赤十字社の社員」として出してくださったお金で運営されています。

　いろいろな地域から多くの友だちが集まって生活します。きっとさまざまな問題が出てくる
でしょう。
　次のことを自分で自分に「約束」し、守ることが大切です。それがトレーニング・センターを
成功にみちびくひけつです。

だれも号令をかけない、かけられない生活
をします。

５分前行動をします。

何かものを決めるときは、すぐ先生にたよ
らないで、できるだけ自分たちで考え、決
めるようにします。

すべての研修は、自分から進んでします。

みんなのために、自分でできることを進ん
でやります。これをボランタリー・サービ
ス（Ｖ・Ｓ）といいます。

注意深い生活をします。時計やけいじ板
をいつも見るくせをつけます。人の話をよ
く聞き、わからないことは質問をします。

トレーニング・センターの特ちょう2

成功のひけつ3
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1．

2．

3．

 せい　　 こう

　　　　　　　　　　　 なに　　　　　　　　　　　　　 わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せっきょくてき　　 と　　 く　　　　　　　　　　　　　　　やく そく　　　　　　　　　　　　　　　　　 いちどう

　　　　　　　　　　じゅうじつ　　　 たの

　　せっきょくてき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たの　　　　　 けいけん

　　　　　　　　　　　  ち  いき　　  　おお　　　 とも　　　　　  あつ　　　　　せいかつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  もん だい　    で

　  つぎ　　　　　　　  じ ぶん　　 じ ぶん　　　やくそく　　　　まも　　　　　　　 たいせつ

せいこう

　　　　　ごう れい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  せいかつ

　 ふんまえこうどう

なに　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　 せん せい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ ぶん　　　　　 かんが　　　き

　　　　　　　　　　　　　　　じ ぶん　　　　　　　　　　　　　すす

ちゅうい ぶか　　せいかつ　　　　　　　　　 と けい　　　　　　　　 ばん

　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　  ひと　 はなし

　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　しつ もん

　　　　　　　 けんしゅう　　  じ  ぶん　　　  すす

 み　ち　　 とも　 み　ち　　　じ ぶん　　　　で  あ　　　　 もと　　　　　 しゅっぱつしんこう

　　  あさ お　　　　　　　　 よる　　　　　　　　　いちにちじゅう　 けん

しゅう　　　　しょく じ　 がくしゅう  うんどう　　　　　　　　かい ぎ

　　　　　　　　　　　けんしゅう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ ぶん　  せいかつ

　　　　　　　　　　あた　　　 せいかつ　　　  く ふう

　　　　　　　　　　がっ こう　　　　　　　　　 ち　　　　　　　　  あつ

　　　　　　　だん  し　　 じょ  し　　　　　　　　　　　　　　　　 せん

せい　　　　おお　　　 ひと　　　　　　　　　　 せい かつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みな　　　　　　　  とう　　　　　　　 かあ　　　　　　　　　　 

　にっぽんせきじゅうじ しゃ 　  しゃ いん　　　　　　  だ　　　　　　　　　　　　　　  かね　　うんえい

とく
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4 生活

　どんなにむずかしい問題にぶつかって
も、はじめからあきらめたり、先生にた
よったりしないで、自分の頭で考えて、勇
気をもって発表しましょう。できるだけ自
分たちの力でやりぬくことです。それが成
功したとき、この経験はあなたの大きな自
信となります。

　ここには、みなさんが快適な生活がで
きるよう、材料がそろえてあります。これを
使いこなして、より快適な生活を作り出す
のはあなたの役割です。
　別に配られた「日程表」と照らし合わせ
ながら次を読みましょう。

　勉強のこと、学校のこと、きょうのできごとや気付いたことなど、何でも
うちとけて話し合う時間です。

　最初のホームルームではお互いを知るために自己紹介をします。
　新しい友だちをつくり、ひとりひとりの考え方や行動を理解するようにつとめましょう。

ホームルーム連絡会議に出席する「連絡員」を決め、連絡員の司会で話し合いを進めます。
　一日をふりかえってみて、もし問題があれば、それを一つずつ解決します。
　自分たちのホームで解決できる問題は、自分たちで解決します。もちろん、自分で解決できる
ことは、自分でやります。
　全体で考えなければならないことは、ホームルーム連絡会議で話し合います。
　ホームルームの先生は、みなさんの相談にのり、助言をしてくださいますが、指示や命令はし
ません。

　約束を守って生活をすれば、楽しくしか
も、充実したトレーニング・センターになり
ます。

生活4

1
ホームルーム

　各ホームルームの連絡員が、ホームルームの時間に出された問題の中
で、センター全体に関わりのある問題を出し、ここで話し合って、調整、解
決をします。

2
ホームルーム連絡会議

　ホームルーム連絡会議では必要に応じ
て次のようなことをします。
1．「日直」の選出
2．日程の反省
3．ホームルームから出されたことがらの
　 調整、解決
4．本部に対する要望
5．本部からの連絡

◎ 「日直」の役割
・ホームルーム連絡会議の議長
・次の日のまとめ役
・本部との連絡 ホームルーム

連絡会議

ホームルーム

ホームルーム ホームルーム

 せい　　 かつ

　　やく そく　  まも　　　 せい かつ　　　　　　　　 たの

　　  じゅうじつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  もん だい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せん せい

　　　　　　　　　　　　　　　　　じ ぶん　 あたま　 かんが　　　　 ゆう

  き　　　　　　　  はっぴょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じ

 ぶん　　　　　ちから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せい

 こう　　　　　　　　　　　　けいけん　　　　　　　　　  おお　　　　じ

 しん

　　  べん きょう　　　　　　　　 がっ こう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　 づ　　　　　　　　　　　　　　　　なん

　　　　　　　　　　　  はな　　　あ　　　　じ　かん

　　さいしょ　　　　　　　　　　　　　　　　　  たが　　　　し　　　　　　　　じ   こしょうかい

　　あた　　　 とも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かんが　 かた　  こうどう　　 り かい

　　　　　　　　　　　れんらくかい ぎ　 しゅっせき　　　　 れんらくいん　　　 き　　　れんらくいん　　 し かい　  はな　  あ　　　　 すす

　　いちにち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もんだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいけつ

　　 じ ぶん　　　　　　　　　　　　 かいけつ　　　　　 もんだい　　　 じ ぶん　　　　　かい けつ　　　　　　　　　　　　　　　じ ぶん　 かいけつ

　　　　　　　じ ぶん

　　ぜんたい　 かんが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れんらくかい ぎ　　 はな　　あ

　　　　　　　　　　　　　　　せんせい　　　　　　　　　　　　そうだん　　　　　　じょ げん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し   じ　　めい れい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  かい てき　　せいかつ

　　　　　　　　 ざいりょう

 つか　　　　　　　　　　　　　　かいてき　　せいかつ　　つく　　だ

　　　　　　　　　　　  やくわり

　　べつ　　くば　　　　　　　にっ ていひょう　　　て　　　　 あ

　　　　　  つぎ　　よ

　　　　　　　　　　　　　 れんらく かい ぎ　　　　 ひつ よう　　おう

　　つぎ

　　　にっちょく　　せんしゅつ

　　 にってい　　はんせい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 だ

　　ちょうせい かいけつ

　　 ほん ぶ　　たい　　　　よう ぼう

　　 ほん ぶ　　　　　　れんらく

　　　にっちょく　　 やくわり

　　　　　　　　　　　　れんらくかい ぎ　　 ぎ ちょう

　つぎ　　ひ　　　　　　　 やく

　ほん ぶ　　　　れんらく

　　　かく　　　　　　　　　　　　　　　　　れん  らく  いん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　 かん　　　 だ　　　　　　　　 もん だい　　　なか

　　　　　　　　　　　　　 ぜん  たい　　  かか　　　　　　　　　　　　 もん だい　　　だ　　　　　　　　　　　　はな　　　あ　　　　　　 ちょうせい　  かい

 けつ

れん　　らく　　かい　　　ぎ

れん らく かい  ぎ
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4 生活

　静かに自分を見つめる時間です。
　団体生活の中では、自分ひとりで、静かに学習や生活のことを考えるこ
とが少なく、とかく自分を見失いがちになります。そこで、この時間はしっ
かり自分を見つめ、自分ととりくみます。この時間を自分のものにできる
ようつとめましょう。

　ボランタリー・サービス（V・S）とは、決められた時間にだけ行うもの
ではなく、いつでも、どこでも、みんなのためになることを自分から進ん
で行うことです。

3
先　見

4
ボランタリー・サービス（V・S）

　トレーニング・センターをよりよいもの
にするために、「自分はみんなのためにど
んなことができるか」を考えます。また人
手がたりなければ協力者の募集も考えま
す。このことはボランタリー・サービス（V・
S）カードで整理します。

　自分の健康について、「健康カード」に
記入します。団体生活をする場合には、健
康に注意することがひじょうに大切です。
病気になったり、けがをしたりすると、自
分が苦しむばかりでなく、他の人にもめい
わくをかけます。

　これらのことを早くすませて、残りの時
間は学習をします。資料をよく読んで内容
をまとめるのも大切なことです。

1．

2．

3．

健康調査カード
　 月　 日  ホーム・ルーム

名前：

朝食は

昨日は

体調は

気分は

用便は

下痢を

全部食べた　残した

よくねむれた　ふつう
ねむれなかった

よい　ふつう　だるい 

よい　ふつう　わるい 

あった　なかった

している　していない

　先見の時（またはホームルームの時間）
に書いたV・Sカードは、ホームルームの先
生から「○○先生のところに相談にいくこ
と」と記入して返されます。
　このカードを持って○○先生のところ
に相談にいきます。
　○○先生にカードを見ていただき、ひと
りでできることはすぐ行動に移します。

ひとりでできないことは、仕事のない人に
協力してもらってやりましょう。

　トレーニング・センターは、大ぜいで生活をしていますから、この生活をたのしい生
活にしてゆくのは参加者ひとりひとりのつとめです。おたがいが、集団生活に責任を
もち、トレーニング・センターをすごしやすい場にしてゆくためには、きめられたこと
を守るだけでなく、自分で気づいたことは、すすんで実行することが必要です。これ
がボランティアの条件です。
　青少年赤十字でいうボランタリー・サービスとは、必要なことを自分からすすんで
行うことです。それも相手の立場に立って、活動することをいうのです。こうしたボラ
ンタリー・サービスはきめられた時間だけでするものではなく、どんな時でも、どん
なところでも（トレーニング・センターだけではなく、学校や地域でも）、その必要に
おうじてするものです。

　　　　　　　　　　　　　　じ  ぶん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんが　　　　　　　　　　 ひと

 で　　　　　　　　　　　　　 きょうりょくしゃ　  ぼ しゅう　かんが

　　　　　　　　　  せい  り

　　せんけん　　とき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じ かん

　　 か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せん

せい　　　　　　　　　せんせい　　　　　　　　　そうだん

　　　　　き にゅう　　　かえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     し ごと　　　　　　ひと　 

きょうりょく

　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　 せんせい

　　そうだん

　　　　　  せんせい　　　　　　　　　  み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 こうどう　　 うつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   おお　　　　　 せいかつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいかつ　　　　　　　　　 せい

かつ　　　　　　　　　　　　  さん か  しゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しゅうだんせいかつ　  せきにん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ば

　  まも　　　　　　　　　　　　　じ ぶん　　 き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じっこう　　　　　　　　　  ひつよう

　　　　　　　　　　　　　  じょうけん

　 せいしょうねんせきじゅうじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひつよう　　　　　　　　じ ぶん

おこな　　　　　　　　　　　　　　　 あい て　　 たち  ば　　  た　　　　　かつどう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ  かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がっ こう　　 ち いき　　　　　　　　　　ひつよう

　　  じ ぶん　　けんこう　　　　　　　　　　 けんこう

 き にゅう　　　　　　だんたいせいかつ　　　　　　ば あい　　　　　けん

こう　 ちゅう い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいせつ

びょうき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

ぶん　　くる　　　　　　　　　　　　　　　　ほか　  ひと

けん  こう ちょう　さ

ちょうしょく　　ぜん ぶ  た　　　　　　のこ　　　

   きのう

 たいちょう

　き ぶん

  ようべん

   げ   り

がつ にち

  なまえ

　　　　　　　　　　　　　　　 はや　　　　　　　　　　 のこ　　　　じ

 かん　  がくしゅう　　　　　　　　 しりょう　　　　　 よ　　　　 ないよう

　　　　　　　　　　　　　たいせつ

　　　しず　　　　　 じ　ぶん　　　 み　　　　　　　　 じ　かん

　　　だん たい せい かつ　　　なか　　　　　　　じ　 ぶん　　　　　　　　　　  しず　　　　　がく しゅう　　 せい  かつ　　　　　　　　　かんが

　　　　　 すく　　　　　　　　　　　　　　じ　ぶん　　　み うしな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ　かん

　　　　　 じ　 ぶん　　　み　　　　　　　　じ  ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　 かん　　　じ　 ぶん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  き　　　　　　　　　　　 じ　かん　　　　　　　  おこな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ　 ぶん　　　　　 すす

　　おこな

せん　　　　　　 けん
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4 生活

　人が集まるところには和があり、笑いがあって楽しさがあります。
　つどいの時間は短くても、簡単なレクリエーションや歌、フォークダン
ス、スポーツなどを工夫しておりこみ、一日のスタートを切ったり、しめく
くりをしたりする楽しいひとときをつくりだすことができるでしょう。

　この日まで学習してきたものを復習するための、プログラムです。

5
つどい

6
フィールドワーク（F・W）

　真っ青な空にはもう太陽がさんさんと
かがやいています。
　すがすがしい朝の空気を胸いっぱいに
吸って、身も心もさわやかな目ざめを迎
え、きょう一日を豊かにすごす誓いをしま
す。

　誕生会、映画、フィールドワークの発表
などを行い、楽しい学習の時間にします。

　決められた指示（ルール）にしたがい、一定のコースをグループに分かれて行動します。そこ
には、いくつかの関所（チェックポイント）があり、学習の度合いや協力性、リーダーシップな
どがみられます。
　豊かな自然に親しみながら、思うぞんぶんすんだ空気と大地の感しょくを楽しみましょう。

朝のつどい

夜のつどい

サインのそばに赤十字マーク・日づけをつける。

チョークで道ばたの電柱、 石、木

のかぶに、注意ぶかく小さくかく。

道ばたの動かない石、または木のかぶにハッキリかく

小石を並べる

ケルンを積む 木に枯れ枝をかける

チョーク等で×をかく

目的地が遠い 目的地が近い 休憩5分 危険近づくな

小枝を×に組む 小石を並べる

枯れ枝で矢印を作り、車や他の通

行人に、こわされないように置く。

フィールドワークのサイン

矢印の
方向に進め

その他の
サイン

この道ではな
い。ほかの道の
サインをさがせ

この方向
◯◯メートルに
手紙がある

あさ

よる

　　 ひと　　　あつ　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　　わら　　　　　　　　　　　　たの

　　　　　　　　　　　　　じ　かん　　 みじか　　　　　　　　 かん たん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く   ふう　　　　　　　　　　　　　　　 いち  にち　　　　　　　　　　　　　　  き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　たの

　　　　　 ひ　　　　　　がくしゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　ふく しゅう

　　 ま　　 さお　　そら　　　　　　　　たいよう

　　　　　　　　　　　　　  あさ　　くう  き　　 むね

 す　　　　　　み　　 こころ　　　　　　　　　　　　め　　　　　　 むか

　　　　　　　　 いちにち　  ゆた　　　　　　　　　  ちか

　  たんじょうかい  えい が　　　　　　　　　　　　　　　　　　はっぴょう

　　　　　おこな　　 たの　　　 がくしゅう　  じ  かん

き　　　　　　　　 し   じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いっ てい　　　　　　　　　　　　　　　　　　 わ　　　　　　 こうどう

　　　　　　　　　　　　せきしょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がくしゅう　　ど　あ　　　 きょうりょくせい

ゆた　　　　し  ぜん　  した　　　　　　　　　　 おも　　　　　　　　　　　　　　  くう き　　 だい ち　　 かん　　　　　　  たの

せきじゅうじ　　　　 ひ

 や  じるし

 ほう こう　　    すす

 みち

 ほう こう

 て   がみ

ほか

 みち

　　　　　　 　  みち　　      でんちゅう   いし  き

　　　　　       ちゅうい　　　     ちい

 か　   えだ    やじるし    つく    くるま    ほか   つう

こうにん　　　　　　　　　　　　　　　　　お

 こ  いし　  なら

 つ

 など  こ えだ　　　　　  く  こ  いし　 なら

みち　　　　　うご　　　　　  いし　　　　　　  き

もくてき ち　　 とお もくてき ち　　 ちか きゅうけい　ふん き けんちか

 き　　  か　　 えだ
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　青少年赤十字（JRC）活動をするための、具体的な計画を作る時間です。

4 生活

7
ワークショップ（W・S）

　ひとりで計画をたてる場合と、グループ
で協力して作業する場合があります。
　「いつ」、「どこで」、「だれが」、「何を」、
「なぜ」、「どのように」、の六つを考え、活
動計画を作ります。

掲示板で連絡する理由は次のとおりです。
1. 大きな声を上げたりせず、静かな生活を
　 守ることができる。
2. 掲示板を見る習慣を身につけることに
　 より、よく気がつき注意深くなる。
3. 放送などの声による連絡はすぐ消えて
　 しまい、正しく伝わらないおそれがある。

　掲示板の連絡をよく読んで行動しましょ
う。大切なことはきちんとメモをして、まち
がいのない行動がとれるようにしましょ
う。一日に数回、時間を決めて見るくせを
つけましょう。
　あなたも他の人に連絡したいことが
あったら掲示をして下さい。
　その時は、みんなが読んでよくわかるよ
うに、しかも見やすいように工夫をしま
しょう。掲示をした人の名前と、掲示を出
した時間も記入します。

参加者に必要なことがらは、掲示板によって伝えられます。
放送は緊急の連絡以外には使いません。

　スタッフの先生方によって「相談所」が
開かれますので、自分の考えがまとまった
ら相談してみることにしましょう。

連絡（掲示板の活用）

計 画実 行

いつ

どこで

だれが 何を

なぜ

どの
ように

 せいしょうねん せきじゅう  じ　　　　　　　　 かつ どう　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ  たい  てき　　  けい かく　　  つく　　　 じ　かん

けい 　　かくじっ        こう

れん　　らく　　　　けい       じ　　  ばん　　　　　 かつ      よう

　　　　　　　　　  けいかく　　　　　　　　ば  あい

　  きょうりょく　　  さ ぎょう           ば あい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むっ　　　  かんが　　  かつ

 どうけいかく　　つく

さん  か   しゃ　　  ひつ  よう　　　　　　　　　　　　　　　  けい  じ    ばん　　　　　　        つた

ほう  そう　     きんきゅう　    れん らく   い  がい　　　       つか

けい じ  ばん　  れんらく　　　　り ゆう　  つぎ

　　 おお　　　 こえ　　 あ　　　　　　　　　　 しず　　　  せいかつ

　　 まも

　　  けい じ  ばん　　 み　  しゅうかん　　み

　　　　　　　　　　　き　　　　　 ちゅうい ぶか

　　  ほうそう　　　　　  こえ　　　　　  れんらく　　　　　　き

　　　　　　　　　ただ　　　つた

　　けい じ  ばん　  れんらく　　　　　  よ　　　　こうどう

　　　たいせつ

　　　　　　　　　　 こうどう

　　　いちにち　　すうかい　  じ  かん　　 き　　　　　み

                             ほか　　ひと　　 れん らく

　　　　　　　けい  じ　　　　　 くだ

　　　　　　とき　　　　　　　　　　　 よ

　　　　　　　　　　　  み　　　　　　　　　　　　　く  ふう

　　　　　　　けい じ　　　　　　ひと　　  な まえ　　　けい  じ　　  だ

　　　　じ  かん　　き にゅう

　　　　　　　　　　　 せん せいがた                       そうだんじょ

 ひら　　　　　　　　　　　　　じ ぶん　　かん

　　 そうだん

 なに
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4 生活

1

A A A

A

B B B B

2 3 4 5
　二人であげるのが普通で、ポールに
向って、Ａが左、Ｂが右で２人ならびＢ
が旗をもち、Ａがロープをつなどめか
らはずし、二人でロープに旗をつけま
す。この場合、決して旗のはしが地面
を引きずることのないよう気をつけま
す。また、ポールに向って右側のロープ
に旗をつけ、旗がついたら、Ａはあま
りのロープのつなどめにまき、Ｂは
ロープに旗をはさんで広がらないよう
にしておきます。このようにあらかじ
め用意をしてから、旗をあげる合図を
待ちます。

　合図があったらポール前に二人が
ならび、Ａがロープをほどき、つながか
らまっていないか確かめてから、引き
づなをＡが、旗のついているあげづな
をＢがもって立ちます。音楽や歌に合
わせてあげる時は、ここで音楽または
歌を始め、終わるまでに上のかっ車に
とどくよう同じ速度であげます。はや
くなったり、おそくなったりしないよう
気をつけましょう。音楽が終わっても、
まだ旗が上のかっ車にとどかないこ
とがないよう旗があがる速度を調節
します。Ｂは旗がロープにからまない
よう気をつけ、なるべくポールにそっ
て旗があがるよう注意します。

　あげ終わったら、Ａは引きづなをつ
などめに２・３回まきつけてから、Ｂ
のあげづなといっしょに８の字につな
どめにまきます。このようにすると強
い風の時も半旗（注）にならないです
みます。

（注）
　半旗というのは、死者をいたみ悲し
む気持ちをあらわす旗のあげ方で、
ポールの先の玉から20㎝ほど旗を下
げてあげることです。

　ＡとＢはならんで、旗にたいし、
一礼をしてもとのところへかえります。

　旗をおろす時は、ＡとＢでＡがつな
どめからロープをほどき、二人がロー
プをもってＢがロープを引いておろし
ます。旗がおりた時、地面を引きずら
ないよう注意し、旗を二人ではずし、
Ａがロープをつなどめに固くまいて
とめます。旗をきちんとたたみ、保管
場所におきます。

旗のはしが地面を引きずることの
ないように気をつけます。
あらかじめ用意をしてから、旗を
あげる合図を待ちます。

旗のあげ方 旗のたたみ方

●

●

旗をあげる時の速度に注意しま
しょう。
旗がロープにからまらないよう気
をつけ、ポールにそって旗をあげ
ましょう。

●

●

まずひきづなをとめてから、あげ
づなとともに８の字につなどめに
まきます。
半旗にならないようにきちんとつ
なをとめましょう。

●

●

一礼をしてもとのところへかえり
ます。

● 旗をおろした時も旗が地面に引き
ずることのないように気をつけま
しょう。
旗はきちんとたたんで保管しま
しょう。

●

●

A B

①

②

③

④

⑤ ⑥

←
旗
の
上
部
ロ
ー
プ
の
つ
な
ぎ
方

両
は
し
を
も
っ
て

た
た
み
ま
す
。

り
ょ
う

は
た
　
　
じ
ょ
う
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

は
た
　
　 

か
　 

ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

←
旗
の
下
部
ロ
ー
プ
の
つ
な
ぎ
方

はた かた

　　ふた り　　　　　　　　　　　  ふ つう

むか　　　　　　　 ひだり　　　　みぎ　　　　り

　　 はた

　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　 はた

　　　　　　　 ば あい    け　　　　はた　　　　　　　　じ めん

　　  ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き

　　　　　　　　　　　　　　  むか　　　 みぎがわ

　　 はた　　　　　　  はた

　　　　　　　 はた　　　　　　　　  ひろ

　　よう い　　　　　　　　　　 はた　　　　　　　 あい ず

  ま

　　　はた　　　　　　　  じ めん　　 ひ

　　　　　　　　　　　　  き

　　　　　　　　　　　　  よう い　　　　　　　　　　　はた

　　　　　　　　  あい  ず　　 ま

　　　はた　　　　　　　  とき　　 そく  ど　　ちゅうい

　　　はた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はた

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　はん き

いちれい はた　　　　　　　　　とき　  はた　　 じ めん　　 ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

 はた　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほ  かん

　　あい ず　　　　　　　　　　　　　　　 まえ　　ふた り

　　　　　　　　　　　　　　  たし　　　　　　　　　　  ひ

　　　　　　　　　　 はた

　　　　　　　　　　　た　　　　　　　 おんがく　  うた　　 あ

　　　　　　　　　　　とき　　　　　　　　 おんがく

うた　　はじ　　　 お　　　　　　　　　 うえ　　　　　 しゃ

　　　　　　　　  おな　　そく ど

  き　　　　　　　　　　　　　 おんがく　　 お

　　　　はた　  うえ　　　　　　しゃ

　　　　　　　　　　　 はた　　　　　　　  そく ど　　ちょうせつ

　　　　　　　　　　 はた

　　　　 き

　　はた　　　　　　　　　　ちゅうい

　　　　　　お　　　　　　　　　　　　  ひ

　　　　　　　　　　　　 かい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つよ

　  かぜ　   とき　  はん き

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 はた　　　　　　　　 

いちれい

　  はた　　　　　　　 とき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふた り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

　　　　  はた　　　　　　　 とき　 じ  めん　　 ひ

　　　　　　　ちゅう い　　　 はた　  ふた り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かた

　　　　　　　　 はた　　　　　　　　　　　　　　　　  ほ かん

 ば しょ

　  はた かた

　  はん き　　　　　　　　　　　し しゃ　　　　　　　かな

　　  き  も　　　　　　　　　　　　はた　　　　　  かた

　　　　　　　 さき　  たま　　　　　　　　　　　　はた　　さ

ちゅう
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さあ、トレーニング・センターが始まりました。今、どんな気持ちかな？
周りにいる人のことをよく知り、友だちになろう！
その前にまず自分自身のことをよく知ることが大切です。
そして、自分のことを友だちに知ってもらう努力をしましょう。

5 生活の記録と設計

生活の記録と設計5
第１日（その１）

月　　　日　　　　曜日　　　　天気

わたしは
　こんな人

　自分のここが好き

　これだけはなおしたい

私たちの学校
　じまんできること

　青少年赤十字の活動

私の今の気持ち

このトレーニング・センターでの私の目標

※このページはオリエンテーションの時、または最初のホームルームで書きます。

第１日（その2）

月　　　日　　　　曜日　　　　天気

※先見のところは「先見の時間」に記入しましょう。　※生活の記録以下は１日の終わりに書きましょう。

先 見　きょう一日をわたしはこのように過ごしたい。

生活記録
　きょうしたこと

　わかったこと、わからなかったこと

友だちのしたことでよいと思ったこと、見ならいたいこと

ボランタリー・サービスで行ったこと

生活の反省

明日の課題

せい　　かつ　　　　　　  き　　  ろく　　　　　　せっ      けい

がつ　　　　　　　 にち　　　　　　　　　 よう  び　　　　　　　　　　てん  き がつ　　　　　　　 にち　　　　　　　　　 よう  び　　　　　　　　　　てん  き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はじ　　　　　　　　　  いま　　　　　　　き　も

まわ　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　  し　　　とも

　　　  まえ　　　　　  じ ぶん じ しん　　　　　　　　　　　し　　　　　　　 たいせつ

　　　　　　  じ ぶん　　　　　　　とも　　　　　　し　　　　　　　　　 ど りょく

せん  けん

せいかつ き ろく

とも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おも　　　　　　　　 み

おこな

せいかつ　 はんせい

 あ　す　　 か  だい

せんけん　　　　　　　　 せんけん　　じかん　　  きにゅう せいかつ　  き ろく い か　　　にち　　お　　　　　 か

いちにち　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

じ ぶん　　　　　　　  す

ひと

わたし　　　　　がっこう

わたし　 いま　　 き  も

わたし  もくひょう

とき　　　　　  さいしょ　　　　　　　　　　　　　か

せいしょうねんせきじゅうじ　　かつどう

だい   にち だい   にち
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5 生活の記録と設計

第2日

月　　　日　　　　曜日　　　　天気

※先見のところは「先見の時間」に記入しましょう。　※生活の記録以下は１日の終わりに書きましょう。

先 見　きょう一日をわたしはこのように過ごしたい。

生活記録
　きょうしたこと

　わかったこと、わからなかったこと

友だちのしたことでよいと思ったこと、見ならいたいこと

ボランタリー・サービスで行ったこと

生活の反省

明日の課題

第3日

月　　　日　　　　曜日　　　　天気

※先見のところは「先見の時間」に記入しましょう。　※生活の記録以下は１日の終わりに書きましょう。

先 見　きょう一日をわたしはこのように過ごしたい。

生活記録
　きょうしたこと

　わかったこと、わからなかったこと

友だちのしたことでよいと思ったこと、見ならいたいこと

ボランタリー・サービスで行ったこと

生活の反省

明日の課題

がつ　　　　　　　 にち　　　　　　　　　 よう  び　　　　　　　　　　てん  き

せん  けん

せいかつ き ろく

とも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おも　　　　　　　　 み

おこな

せいかつ　 はんせい

 あ　す　　 か  だい

せんけん　　　　　　　　 せんけん　　じかん　　  きにゅう せいかつ　  き ろく い か　　　にち　　お　　　　　 か

いちにち　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

だい   にち

がつ　　　　　　　 にち　　　　　　　　　 よう  び　　　　　　　　　　てん  き

せん  けん

せいかつ き ろく

とも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おも　　　　　　　　 み

おこな

せいかつ　 はんせい

 あ　す　　 か  だい

せんけん　　　　　　　　 せんけん　　じかん　　  きにゅう せいかつ　  き ろく い か　　　にち　　お　　　　　 か

いちにち　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

だい   にち
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学習資料6

1 アンリー・デュナンから学ぶ
楽しかったトレーニング・センターも、いよいよ終わりです。
そう、トレーニング・センターは終わりですが、新しい自分を発見した君の、
新しい生活が今から始まります。
学んだことをまとめ、自分のこれからの生活の設計図を作りましょう。

5 生活の記録と設計

最終日

月　　　日　　　　曜日　　　　天気

このトレーニング・センターではっきりつかんだこと。

いちばん感激したこと

わたしはトレーニング・センターで学んだことをもとにして
　学校ではこのようにしたい

　自分の生活態度をこのようにしたい

　青少年赤十字活動をこのようにしたい

※最後のホームルームの前までに書きましょう。

赤十字の創立者アンリー・デュナンについて
学習しましたね。
次の項目についてまとめてみましょう。

①デュナンは何について１冊の本にまとめたのですか。

②デュナンが本の中で強くうったえたことを２つ書きなさい。

③デュナンの生き方についてあなたはどう思いますか。

④あなただったらどうしますか。

（１）

（２）

がつ　　　　　　　 にち　　　　　　　　　 よう  び　　　　　　　　　　てん  き

たの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　あたら　　　 じ ぶん　  はっけん　　　 きみ

あたら　　　せいかつ　  いま　　　  はじ

まな　　　　　　　　　　　　　　　  じ ぶん　　　　　　　　　　  せいかつ　　せっけい ず　　つく

せきじゅう じ　　　そう りつ しゃ

がくしゅう

つぎ　　  こう もく

　　　　　　　　　　　　　 なに　　　　　　　　　　　  さつ　　  ほん

　　　　　　　　　　　　　 ほん　　  なか　　  つよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   か

　　　　　　　　　　　　　   い　　　かた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも

　　　　　　　  かんげき

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まな

　　がっ こう

　　  じ ぶん　 せい かつたい ど

　　せいしょうねんせきじゅうじかつどう

さい ご　　　　　　　　　　　　　 まえ　　　　　か

さいしゅうび

がく　  しゅう　　し　　  りょう

まな
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6 学習資料

ジュネーブ諸条約
　みなさんひとりひとりは、よいことをして立派な人になろうという心を持っていますね。
　弱い子をいじめたり、悪いことをしたいと考えている人は、ひとりもいないと思います。
　このように、人間はだれでも、よいことをしたい、こまっている人がいれば助けてあげたい、と
思っています。そのことを国際的な約束にして、正しいこと、やさしいこころづかいを教え、守れ
るようにしたのがジュネーブ諸条約です。

　この、ジュネーブ諸条約を考えついた人が、アンリー・デュナンです。このことを考えついた
デュナンをたたえ、第一回ノーベル平和賞をもらいました。

　ジュネーブ諸条約には次の４つの約束があります。

１　陸戦の条約
２　海戦の条約
３　ほりょの条約
４　文民の条約

　これらは次のことを教えています。
＊約束はかならず守りましょう。
＊約束や決められたことは、だれよりも先に自分から守るようにしましょう。
＊他人が悪いことをしたからといって、自分も悪いことをしてはいけません。

　このことは、みんなが生きていく上で、かならず守らなければならないルールです。

2
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 りっ  ぱ　　ひと　　　　　　　　　　　  こころ　  も

　　よわ　　 こ　　　　　　　　　　　　わる　　　　　　　　　　　　　  かんが　　　　　　  ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　 おも

　　　　　　　　　　　  にんげん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ひと　　　　　　　  たす

おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こく さいてき　　やくそく　　　　　　ただ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おし　　  まも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょじょうやく　

　　　　　　　　　　　　　　　しょじょうやく　   かんが　　　　　　 ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんが

　　　　　　　　　　　　　  　 だいいっかい　　　　　　　へい わ しょう

　　　　　　　　　　 しょじょうやく　　　 つぎ　　　　　　　やくそく

　　　  りく せん　 じょうやく

　　　　かいせん　 じょうやく

　　　　　　　　　　 じょうやく

　　　  ぶんみん　  じょうやく

　　　　　　　　　 つぎ　　　　　　  おし

　　やくそく　　　　　　　　  まも

　　やくそく　　 き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さき　　 じ ぶん　　　 まも

　　 た にん　　わる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じ ぶん　  わる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  い　　　　　　　  うえ　　　　　　　　　  まも

 しょ     じょう　　やく
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